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第Ⅰ部 問題と目的 
平成 11年度より児童養護施設へ心理療法担当職員が配置されたが，導入の目的は，増加している虐待
を受けた子どもへの個別心理療法が期待されてのことであった。しかしながら，施設で生活している子
どもは（以後，施設児童）は，被虐待体験の有無に関わらず，落ち着きがなく，未熟で衝動的，攻撃的
な子どもが多いなど情緒と行動の問題を有していることが報告されるようになった。こうした問題を抱
えている施設児童は，生活環境から肯定的承認を得ることが少なく，人との関係形成は難しい。現在，
児童養護施設では個別心理療法をはじめとして，これまで習得できなかった様々なスキルを習得して，
施設児童が自己肯定感を得られるように心理的援助が実施され，一定の効果が報告されている。 
一方で， Stern(1985)は，乳幼児期における乳幼児と母親の間で生起する情動の交換が，子どもの情
緒や行動の問題に影響を及ぼすことを示している。乳幼児と母親の間で生起する情動の交換によって他
者と，「共にある体験」が生じる。この体験は，「これが自分だ」と感じられる主観的体験で，「自己感」
の成長の核となるものである。そして，自己感は生涯を通じて成長を続けていくとされている。しかし，
現行では，施設児童が他者と情動を交換して，「共にある体験」をしていくという実践的な心理的援助は
見当たらない。その理由の一つとして，施設児童の自己感の成長に関して十分に検討されていないこと
が考えられる。 
よって，本研究では，施設児童の情動や行動の問題が影響を及ぼす自己感に対する心理的援助として，
集団歌唱療法における情動調律を活用し，施設児童の自己感の成長を明らかにすることを目的とした。 
第 1章では，児童養護施設で生活している子どもの現状と課題についてまとめた。文献レビューによ
り，施設児童は情動調節や自己制御の問題，また自己統合の問題をもつという特徴が示された。こうし
た情動や行動の問題をもった施設児童は，「これが自分だ」といった自分の感情を実感することは難し
い。自己の感情を捉えることが困難になると，対人関係の形成が難しくなる。こうした状況が続くこと
により，施設児童の自己肯定感や自尊心は低下し，自暴自棄になったり，無気力になったりしていく，
という悪循環が作用していることを示した。 
第 2章では，第 1章の文献レビューをまとめた結果，施設児童の自己感を支える要因として，①情動
調節，②自己効力感・自尊感情，③自己統合の領域が考えられることを示した。 
第 3章では，本研究の目的と論文の構成を提示した。本研究の目的は，集団歌唱療法における情動調
律によって，施設児童の自己感が成長することを明らかにすることである。 
 
第Ⅱ部 自己感と集団歌唱療法における理論的検討 
第 4章では，Sternの自己感の発達理論と集団歌唱療法について，理論的検討を行った。本研究では，
Stern の自己感の発達理論を基本に据えている。自己感の成長は，情動の交換の促進によって生じる，
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「情動調律」における共鳴・共振の働きが重要な役割を担う。そこで第 5章では，集団歌唱療法の治療
的効果である共鳴・共振について論じた。自己感の成長は，他者との情動調律が必要である（Stern）。
情動調律は，他者の感情状態に共鳴して，この共有された情動状態がいかなる性質のものかを他者に対
して表現する行動である。集団歌唱療法で生じる治療効果として,心の中で歌い，身体が歌う体勢をとっ
ていると，他者の発している歌によって無意識の発生が行われて身体が鳴り出す。共に歌える歌がそこ
にあるだけで，身体同士は共鳴・共振を行うことを示した。また音楽による共鳴・共振は，その空間に
自分は，「一人ではない」と感じられる一体感を創り出す。情動の交換によるこうした体験が自己感の成
長につながることを示した。 
 
第Ⅲ部 実践研究 1 
第 6章の研究 1では，集団歌唱療法によって，施設児童の自己感を支える要因である，「自己効力感」
及び「自己の統合」が促進することを明らかにすることを目的とした。施設児童の小学 1年生から 6年
生の男女 16 人を対象に集団歌唱療法を 20 回実施した。情動調律体験の評価には，「情動調律チェック
リスト」を用いた。「自己効力感」と「自己の統合」の評価方法は，子どもの世界認識，自我意識，人と
のつながりや社会との関係性，心の発達など，情緒的な発達を拾うことが可能である統合型 HTP法の「S-
HTPの評定用紙」を用いた。本研究では自己効力感の定義を，「安心感と積極性そして社会的場面で自己
の遂行を高く評価する傾向がある社会的能力という 3因子で構成される行動の遂行可能感」としたこと
から，定義の 3因子を評価対象として，「S-HTPの評定用紙」を用い分析を行った。 
対象児童に集団歌唱療法実施前，終了直後，終了 1ヵ月後に S-HTPを実施した。また，「情動調律チェ
ックリスト」の質問紙を第 1回セッション終了後，第 10回セッション終了後，最終回終了後に実施し，
得点結果の変化について統計的手法を用いて分析を行った。 
その結果，情動調律体験について施設児童は声の共鳴・共振によって，仲間の感情と交換し合う，「共
にある体験」をしたことが確認できた。自己効力感においては，安心感と社会的能力の向上が示された。
情動調律体験と安心感，社会的能力の向上は，他者を受け入れることが可能になったことを示すもので
ある。他者を受け入れるには，自分の感情にも気づきが必要である。施設児童は誰も何もかも，信用し
ていない状態にあるといわれているが，自己の感情を捉えることができるようになり，他者と関わりを
持てるようになったことを示すものである。これについては，自己のまとまりを示す自己の統合が向上
した結果からも，他者と関わる力が高まっているといえる。施設児童が自分の感情を出して，それを受
け止めてもらう体験によって，自分自身の本来の感情に気づいたと考えられる。ありのままの自分の感
情に気づき，「これが自分だ」と体験したことが推察される。施設児童は様々な場面で適応が困難で，叱
責を受けることや疎外される状況が生まれやすく，事態を悪化させていく，という悪循環が働きがちで
あるが，安心できる空間において，情動の交換が促進し仲間と共にある体験が可能になり，自己のまと
まりが高まったと考えられる。 
情動の共有体験により，他者視点で考え，自己を客観視することが可能になった。その結果，施設児
童が歌った組曲の，「とべないホタル」の主人公にも共感したことが考えられる。つまり，「とべないホ
タル」の主人公に同一視したことは，自分に向き合うことが可能になったことを示すものである。しか
し反面，「自分とは何者か」という自己の問題に直面することになった。自己が統合されることによって，
一方では，自己の問題にも向き合うことになったといえる。自己に向き合うことに施設児童は，心が動
揺したことが推察される。それは自己効力感における積極性には変化が見られなかったこと，また S-HTP
の描画表現（Post/Follow）で，「シルエット」・「後ろ向き」・「記号化」の人という「人」の特徴的表現
が見られたことである。自己に向き合ったとき，「自分とは何者か」という思春期特有の問題に直面し，
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自分を表現することに気持ちが揺らぎ，「シルエット」・「後ろ向き」・「記号化」の自分が描画に表現され
た。防衛を用いる力が向上したと考えられるが，同時に自分を大切な人間と思える自尊感情の低さが反
映していることが示唆された。自分の存在に気づき，自己を考えていく作業は，施設児童にとって重要
なことである。しかし，施設児童は今の自分で良いのだろうか，と気持ちが揺らいだと思われる。 
研究 1の結果から，自己感を支える要因は，「自己効力感」・「自己の統合」と共に，「自尊感情」が重
要な役割を持つことが明らかになった。自分は大切な存在，自分は価値ある存在，といった自尊感情を
高める働きかけが研究 1の課題として示された。 
 
第Ⅳ部 実践研究 2 
第 7章の研究 2の目的は，集団歌唱療法によって施設児童の自己感を支える，「自己効力感」・「自尊感
情」・「自己の統合」が促進することを明らかにすることである。施設児童の小学 1年生から 6年生の男
女 13人を対象として集団歌唱療法を 8回実施した。分析方法は，情動調律体験について，「情動調律チ
ェックリスト」を用い，第 1回セッション終了後，最終回セッション終了後に実施した。また，自己効
力感の評価は，児童用一般性セルフ・エフィカシー尺度（自己評価）を使用した。自尊感情の評価には，
自尊感情測定尺度（東京都版）の自己評価シート及び，東京都自尊感情尺度（東京都版）他者評価シー
トを使用した。他者評価は対象児童の担当職員が評価した。さらに，「自己効力感」と「自己の統合」の
評価方法について，研究 1同様に，「S-HTP評価用紙」を用いた。各質問紙と S-HTPの描画をセッション
の前・後・1か月後に実施し，得点結果の変化について統計的手法を用いて分析を行った。 
その結果，施設児童は,集団歌唱療法によって仲間と情動の交換が促進されて，情動調律を体験したこ
とが明らかになった。仲間と，「共にある体験」をしたことを示すものである。自分の気持ちが仲間と共
有された体験である。施設児童は仲間の感情状態に共鳴し，共有された自らの情動状態を仲間に対して
声によって知らせ合う体験をしたといえる。セッション 4回終了後に行った振り返りでは，施設児童の
一人が，「今度は自分たちの小学校の校歌を歌ってみたい」と希望を述べた。この考えに全員が，「歌っ
たみたい」と賛同した。この発言とこの発言に仲間全員が賛同したことは，共鳴・共振から得られる情
動を交換し合う体験が促進されて，「もっとこの体験を深めたい，共有したい」という情動調律の体験を
したことを裏付ける行動であるといえる。 
自己効力感の質問紙調査結果では，安心感が高まったが，チャレンジ精神については，変化が見られ
なかったことが示された。また，S-HTP 指標得点における自己効力感の変化を見ると，エネルギー水準
と内的豊かさにおいて，介入後に向上していることが示されたが，社会性は変化が見られなかった。つ
まり，施設児童は情緒的に安定したものの，社会への働きかけに関しては力が発揮できていない状況で
あることが考えられる。エネルギー水準の高まりは，自信・自己効力感・劣等感の程度などの内面的な
感情部分を評価し，チャレンジ精神と社会性は，社会への働きかけ行動など，現実場面を評価している。
これらの結果から，施設児童に対する集団歌唱療法において，自己効力感を生み出す先行要因の一つで
ある，自分自身が何かを達成・成功した経験の，「達成経験」への働きかけは難しいことが考えられた。
つまり，自己効力感において，気分が高揚することで得られる，「生理的情緒的高揚」の要因は高まった
が，経験から得られる現実場面で自分が行動できると認知するまでには至っていないことが示唆された。 
自尊感情の自己評価では，「自己評価・自己受容」・「関係の中での自己」・「自己主張・自己決定」の全
項目が介入後に向上したことが明らかになった。この結果から，自分を肯定的に認めることができるよ
うになった，自分が周りの人の役に立っている，周りの人の存在の大きさに気づくようになったなど，
今の自分を受け止め，自分の可能性について気づくようになったといえる。また，他者評価の結果から，
人との関りについては変化が見られないが，場に合わせた行動や落ち着いた行動がとれるようになった
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ことが示された。 
これらの結果から，施設児童が，自分は周りの人の役に立っていると感じたり，周りの人の存在の良
さに気づくようになり，以前より自分自身を肯定的に認めることが可能になったといえる。その結果，
施設児童は安心して落ち着いた日常生活を送れるようになったことが考えられる。しかしながら，生活
場面で，人との関りにおいてうまく行動できるまでには至っていないことが示された。 
自己の統合における介入後の統合性項目得点の向上は，現実検討力や集中力，創造性の高まりを示す
もので，施設児童の自己のまとまりが高まったことを示唆するものである。 
第 8章では，研究１と研究 2のまとめとして施設児童の自己感の成長を促す集団歌唱療法について検
証した。施設児童は，情緒的に安定し自分自身を肯定的に認めることができるようになった。また，安
心して落ち着いた日常生活を送れるようになった。さらに，施設児童が社会生活における関係性を高め
ていくには，人との関りにおいて成功体験を積み重ねていくことが必要であることが示された。 
 
第Ⅴ部 総括 
第 9章では総合考察として，集団歌唱療法の働きかけにおける質問紙調査と描画表現の変化から得ら
れた自己感の成長について報告した。集団歌唱療法において，施設児童は情動の交換を促進させ，情動
調律を体験したことによって，自分の気持ちに触れたり，確かめたりしながら，「これが自分だ」という
体験をしたと考えられる。「これが自分だ」という体験は，自己感の成長を意味するものである。集団歌
唱療法は，施設児童が情動調律を体験できる心理的援助であることが示された。自己感を支える要因で
ある，「自己効力感」・「自尊感情」・「自己の統合」において，集団歌唱療法の体験後，施設児童は周りの
人の存在の良さに気づくようになり，以前より自分自身を肯定的に認めることができるようになった。
また，安心して落ち着いた生活を送れるようになったことから，物事に対する集中力が高まり，自己に
まとまりがみられるようになったと推察される。 
終章では，結論として本研究の成果を述べて，最後に今後の課題と展望を述べた。本研究の成果は，
①集団歌唱療法を用いた情動調律体験によって，施設児童は他者と，「共にある体験」を経験したことを
明らかにした。この体験は，「これが自分だ」と感じる体験である。②施設児童の自己感を支える要因と
して，「自己効力感」・「自尊感情」・「自己の統合」を提示した。③施設児童が人との関りにおいて成功体
験を積み重ねることの重要性を示した。④施設児童の自己感を育てる心理的援助として，集団歌唱療法
を提案できたことである。以上から，本研究の目的である，「集団歌唱療法における情動調律によって，
施設児童の自己感が成長することを明らかにする」について，一部を除き達成できたと言える。 
一方で課題も示された。集団歌唱療法の効果検討では，対象人数が限定的，比較対象が設定できなか
った。今後は対象を広げることが求められる。また自己感の評価方法についても検討課題であり，継続
して実証性を高めていくことが必要である。 
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